
国
交
省
と
経
団
連
が
ト
ッ
プ
協
議

省
エ
ネ
次
世
代
環
境
都
市
実
現
へ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
で
戦
略
案

中
環
審

小

委
海
洋
汚
染
・
居
住
環
境
問
題
解
決
へ

国
土
交
通
省
は
十
一
月
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
紀
尾
井
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
一
般
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
・
中
西
宏
明
会
長
）
と
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
同
省
か
ら
石
井
啓
一
国
交
相
を

は
じ
め
幹
部
職
員
、
経
団
連
か
ら
中
西
会
長
を
筆
頭
に
役
員
が
一
堂
に
顔
を
揃
え
て
ト
ッ
プ
協
議
を
繰
り
広
げ

た
。
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技
術
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
駆
使
し
て
省
エ
ネ
・
省
資
源
化
を
徹
底
す
る
次
世
代

環
境
都
市
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
へ
一
段
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

経
団
連
は
五
月
末
現
在
で

日
本
の
代
表
的
企
業
千
三
百

七
十
六
社
、
製
造
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
主
要
な
業
種

別
全
国
団
体
百
九
団
体
、
地

方
別
経
済
団
体
四
十
七
団
体

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

内
外
の
広
範
な
重
要
課
題
に

つ
い
て
経
済
界
の
意
見
を
集

約
し
、
政
府
や
行
政
機
関
に

着
実
・
迅
速
な
実
現
を
働
き

か
け
て
い
る
。同
時
に
政
治
、

行
政
、
労
働
組
合
、
市
民
を

含
む
幅
広
い
関
係
者
と
の
対

話
を
進
め
て
お
り
、
会
員
企

業
に
「
企
業
行
動
憲
章
」
の

遵
守
を
呼
び
か
け
て
企
業
の

信
頼
確
立
に
努
め
る
と
と
も

に
、
各
国
の
政
府
・
経
済
団

体
・
国
際
機
関
と
の
対
話
を

通
じ
て
国
際
的
な
問
題
の
解

決
と
諸
外
国
と
の
経
済
関
係

の
緊
密
化
を
図
っ
て
い
る
。

当
日
の
懇
談
会
で
は
同
省

が
当
面
の
重
点
施
策
を
説
明

し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
観
光
先

進
国
の
実
現
、国
土
強
靭
化
、

防
災
・
減
災
対
策
、
社
会
資

本
の
整
備
、
物
流
の
生
産
性

向
上
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発

に
意
見
交
換
し
た
。
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
で
は
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
を
可

能
に
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
、
電
気
自
動
車
の
充
電
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
池
や
省
エ
ネ

設
備
に
よ
る
都
市
シ
ス
テ
ム

を
総
合
的
に
整
備
す
る
。

懇
談
会
終
了
後
、
石
井
国

交
相
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
た
い
へ
ん
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
強

固
に
連
携
し
て
い
く
。
コ
ン

セ
プ
ト
を
明
確
化
し
、
規
範

と
な
る
モ
デ
ル
事
業
を
展
開

す
る
。
経
団
連
の
皆
さ
ま
と

の
協
力
の
も
と
民
間
か
ら
豊

富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
中
西
会
長
が
「
広

範
囲
な
議
論
が
で
き
て
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
は
産
業
界
に

と
っ
て
も
死
活
問
題
だ
」
と

述
べ
、
積
極
的
に
協
力
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
省
と

経
団
連
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
．
０
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
の
実
現
に
向
け
て
連
携

を
強
化
し
、
包
括
的
な
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
確
定
し
た
う
え
で
先
進
的

な
モ
デ
ル
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
地
域
を
立
案
・
選
定

す
る
。
備
え
る
べ
き
シ
ス
テ

ム
・
新
技
術
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
収
集
す
る
デ
ー
タ

の
分
析
・
利
活
用
な
ど
で
継

続
的
に
協
力
し
て
い
く
。
新

た
に
連
携
窓
口
も
設
置
し
、

関
係
省
庁
と
の
連
絡
・
調
整

を
行
い
つ
つ
具
体
策
を
ま
と

め
る
方
針
だ
。

中
央
環
境
審
議
会
循
環
型

社
会
部
会
は
十
一
月
十
三

日
、
東
京
・
八
重
洲
の
大
手

町
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で
第

四
回
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
戦
略
小
委
員
会
」
（
委

員
長
・
酒
井
伸
一
京
都
大
学

環
境
安
全
保
健
機
構
附
属
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）
を

開
き
、
基
本
原
則
や
重
点
戦

略
な
ど
か
ら
な
る
新
戦
略
案

を
ま
と
め
た
。
海
洋
汚
染
や

沿
岸
域
居
住
環
境
な
ど
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
解

決
へ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ

る
海
洋
汚
染
は
地
球
規
模
で

広
が
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

サ
イ
ズ
が
五
㎜
以
下
の
微
細

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
生
態
系

や
船
舶
航
行
、
観
光
・
漁

業
、
沿
岸
域
居
住
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
海
洋
環
境
を
保
全
す
る

観
点
か
ら
六
月
に
海
岸
漂
着

物
処
理
推
進
法
が
改
正
さ
れ

た
。
ま
た
同
月
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
四
次
循
環
型
社
会
形

成
推
進
基
本
計
画
で
は
再
生

不
能
な
資
源
へ
の
依
存
度
を

減
ら
し
て
再
生
可
能
資
源
に

置
き
換
え
る
と
と
も
に
、
使

用
さ
れ
た
資
源
を
徹
底
的
に

回
収
し
、
何
度
も
循
環
利
用

す
る
取
り
組
み
の
柱
と
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環

を
総
合
的
に
推
進
す
る
戦
略

づ
く
り
を
求
め
て
い
る
。

新
戦
略
案
は
基
本
原
則

（
３
Ｒ
＋
Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ
）
や
重
点
戦
略
、
今
後

の
戦
略
展
開
な
ど
で
構
成
。

重
点
戦
略
と
し
て
リ
デ
ュ
ー

ス
の
徹
底
、
効
果
的
・
効
率

的
で
持
続
可
能
な
リ
サ
イ
ク

ル
、
再
生
材
・
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
利
用
促
進
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
、
国

際
展
開
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の

確
立
、
関
連
企
業
の
振
興
、

技
術
開
発
、
連
携
協
働
な
ど

を
打
ち
出
し
だ
。

石井国交相

ホテルニューオータニで懇談会

中西会長

有識者が活発に意見交換
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